
(57)【要約】

【課題】下地材の不陸や隙間を原因とする塗り壁構造の

品質性能の低下を防止し、しかも、塗り壁の施工を容易

に行えるようにする。

【解決手段】壁体の表面に塗り壁材を塗工する塗り壁構

造であって、壁体の表面側に配置される下地材１２と、

下地材１２の表面に隙間なく貼り付けられるケナフ繊維

ボード１４と、ケナフ繊維ボード１４の表面に塗り壁材

が塗工された塗り壁層１６とを備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
壁 体 の 表 面 に 塗 り 壁 材 を 塗 工 す る 塗 り 壁 構 造 で あ っ て 、
前 記 壁 体 の 表 面 側 に 配 置 さ れ る 下 地 材 と 、
前 記 下 地 材 の 表 面 に 隙 間 な く 貼 り 付 け ら れ る ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド と 、
前 記 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド の 表 面 に 前 記 塗 り 壁 材 が 塗 工 さ れ た 塗 り 壁 層 と
を 備 え る 塗 り 壁 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 下 地 材 が 、 厚 み ６ ～ １ ５ ｍ ｍ の 調 湿 石 膏 ボ ー ド で あ り 、
前 記 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド が 、 厚 み １ ～ ５ ｍ ｍ 、 透 湿 度 １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ 2 ・ ２ ４ ｈ 以 上 で あ り
、
前 記 塗 り 壁 層 が 、 透 湿 性 塗 り 壁 材 を 塗 工 し 、 厚 み ３ ～ １ ０ ｍ ｍ で あ り 、
前 記 壁 体 が 、 前 記 下 地 材 の 背 面 に 通 気 空 間 を 有 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 塗 り 壁 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
壁 体 の 表 面 に 塗 り 壁 材 が 塗 工 さ れ る 塗 り 壁 を 施 工 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 壁 体 の 支 持 部 材 に 下 地 材 を 貼 り 付 け る 工 程 (a)と 、
前 記 下 地 材 の 表 面 に ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド を 隙 間 な く 貼 り 付 け る 工 程 (b)と 、
前 記 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド の 表 面 に 前 記 塗 り 壁 材 を 塗 工 す る 工 程 (c)と
を 含 む 塗 り 壁 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 塗 り 壁 構 造 お よ び 塗 り 壁 の 施 工 方 法 に 関 し 、 詳 し く は 、 住 宅 の 室 内 壁 面 等 に お
い て 、 漆 喰 や 石 膏 プ ラ ス タ ー な ど の 塗 り 壁 材 で 仕 上 げ ら れ る 塗 り 壁 の 構 造 と 、 そ の よ う な
塗 り 壁 を 施 工 す る 方 法 と を 対 象 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
住 宅 の 室 内 壁 面 の 仕 上 げ と し て 、 漆 喰 や 石 膏 プ ラ ス タ ー に よ る 塗 り 壁 は 、 広 く 普 及 し て い
る 。
一 般 的 な 塗 り 壁 の 施 工 は 、 柱 や 桟 な ど で 構 成 さ れ た 壁 体 の 骨 組 構 造 に 対 し て 、 石 膏 ボ ー ド
や 合 板 な ど の 下 地 材 を 貼 り 付 け 、 こ の 下 地 材 の 表 面 に 練 り 物 状 の 塗 り 壁 材 を 塗 り 付 け 、 乾
燥 硬 化 さ せ て 、 塗 り 壁 層 を 構 成 す る 。
塗 り 壁 材 に は 、 あ る 程 度 の 吸 放 湿 性 を 有 す る も の が あ り 、 室 内 の 湿 度 環 境 を 良 好 に 維 持 す
る 調 湿 機 能 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 塗 り 壁 材 の 材 料 と し て 、 特 に 調 湿 性 に 優 れ た 材
料 を 使 用 し た り 、 珪 藻 土 な ど の 調 湿 材 を 塗 り 壁 材 の 材 料 に 配 合 し て お い た り し て 、 調 湿 機
能 を よ り 高 め る こ と も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に 、 塗 り 壁 材 を 塗 工 す る 下 地 材 に も 、 調 湿 性 の あ る 石 膏 ボ ー ド な ど を 使 用 す る こ と で
、 調 湿 機 能 あ る い は 吸 放 湿 で き る 水 分 の 容 量 を 増 強 す る 技 術 も 提 案 さ れ て い る 。
下 地 材 の 裏 面 側 を 、 壁 体 内 部 を 貫 く 通 気 空 間 に し て お い て 、 室 内 空 間 か ら 塗 り 壁 層 、 下 地
材 を 通 じ て 、 壁 内 の 通 気 空 間 ま で を 、 湿 気 が 通 過 で き る よ う に す る こ と で 、 室 内 空 間 の 湿
度 環 境 を 改 善 す る こ と も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 前 記 の よ う な 塗 り 壁 構 造 に お い て 、 下 地 材 の 不 陸 や 継 目 に お け る 段 差 や 隙 間 が
、 表 面 に 塗 工 さ れ る 塗 り 壁 の 施 工 作 業 性 や 仕 上 が り 品 質 を 損 な う と い う 問 題 が あ る 。
下 地 材 は 、 通 常 、 一 定 の 寸 法 で 矩 形 な ど に 形 成 さ れ た も の を 、 壁 体 の 柱 や 桟 で 構 成 さ れ る
格 子 状 の 骨 組 構 造 の 表 面 に 並 べ て 敷 き 詰 め 、 釘 打 や ビ ス 止 め で 固 定 す る 。 下 地 材 の 平 面 性
に バ ラ ツ キ が あ っ た り 、 取 付 面 と な る 柱 や 桟 の 平 面 性 が 良 く な か っ た り す る と 、 隣 接 す る
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下 地 材 の 間 に 不 陸 が 生 じ る 。 下 地 材 の 形 状 誤 差 や 固 定 の ズ レ が あ る と 、 下 地 材 同 士 の 間 に
隙 間 が 生 じ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 不 陸 や 隙 間 が あ る 下 地 材 の 表 面 に 、 塗 り 壁 材 を 塗 工 す る の は 、 技 術 的 に 難 し い
。 下 地 材 の 不 陸 や 隙 間 が 塗 工 さ れ た 塗 り 壁 層 の 表 面 に も 現 れ て し ま う こ と が あ る 。 塗 り 壁
層 を 十 分 な 厚 み で 形 成 し て し ま え ば 、 あ る 程 度 ま で は 下 地 材 の 不 陸 や 隙 間 を 隠 す こ と も で
き る が 、 塗 り 壁 材 を 分 厚 く 塗 工 す る の は 作 業 の 手 間 が 増 え 材 料 コ ス ト も 増 大 す る 。 特 に 、
塗 り 壁 層 に 高 い 透 湿 性 を 要 求 さ れ る 場 合 、 過 剰 に 分 厚 い 塗 り 壁 層 で は 透 湿 性 能 を 大 き く 損
な う 。 さ ら に 、 施 工 時 点 で は 下 地 材 の 不 陸 や 隙 間 が 隠 せ て い て も 、 塗 り 壁 材 が 乾 燥 硬 化 し
時 間 が 経 過 す る に つ れ て 、 塗 り 壁 層 の 収 縮 変 形 な ど に 伴 い 、 下 地 材 の 不 陸 や 隙 間 を 原 因 と
し て 、 塗 り 壁 層 に ひ び や 割 れ が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 前 記 し た よ う な 塗 り 壁 構 造 に お い て 、 下 地 材 の 不 陸 や 隙 間 を 原 因 と す る
塗 り 壁 構 造 の 品 質 性 能 の 低 下 を 防 止 し 、 し か も 、 塗 り 壁 の 施 工 を 容 易 に 行 え る よ う に す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に か か る 塗 り 壁 構 造 は 、 壁 体 の 表 面 に 塗 り 壁 材 を 塗 工 す る 塗 り 壁 構 造 で あ っ て 、 前
記 壁 体 の 表 面 側 に 配 置 さ れ る 下 地 材 と 、 前 記 下 地 材 の 表 面 に 隙 間 な く 貼 り 付 け ら れ る ケ ナ
フ 繊 維 ボ ー ド と 、 前 記 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド の 表 面 に 前 記 塗 り 壁 材 が 塗 工 さ れ た 塗 り 壁 層 と を
備 え る 。
〔 壁 体 〕
通 常 の 住 宅 そ の 他 の 建 築 物 に お け る 壁 体 に 適 用 さ れ る 。 例 え ば 、 室 内 空 間 と 屋 外 空 間 と を
仕 切 る 外 壁 、 室 内 空 間 同 士 を 仕 切 る 仕 切 り 壁 な ど の 側 壁 の ほ か 、 天 井 壁 や 柱 壁 な ど に も 、
本 発 明 は 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
壁 体 に は 、 鉄 骨 や 木 柱 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 な ど で 構 成 さ れ る 骨 組 構 造 あ る い は 支 持 構 造 と
、 そ の 表 面 に 配 置 さ れ る 外 装 構 造 お よ び 内 装 構 造 が 含 ま れ る 。
塗 り 壁 構 造 は 、 壁 体 の 表 面 に 施 工 さ れ る 外 装 構 造 ま た は 内 装 構 造 で あ る 。
〔 下 地 材 〕
壁 体 の 表 面 側 に 配 置 さ れ 、 塗 り 壁 層 を 施 工 す る た め の 下 地 に な る 。
基 本 的 に は 、 通 常 の 塗 り 壁 構 造 に お け る 下 地 材 と 同 じ 材 料 や 構 造 が 採 用 さ れ る 。
下 地 材 の 材 料 と し て 、 合 板 や 石 膏 ボ ー ド 、 木 質 繊 維 ボ ー ド な ど が 挙 げ ら れ る 。 調 湿 石 膏 ボ
ー ド の よ う に 調 湿 性 を 有 す る 下 地 材 を 使 用 す れ ば 、 室 内 空 間 の 湿 度 環 境 を 改 善 で き る 。 調
湿 性 は な い が 透 湿 性 を 有 す る 材 料 で も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
下 地 材 の 厚 み は 、 材 料 に よ っ て も 違 う が 、 通 常 、 ６ ～ １ ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
下 地 材 は 、 ビ ス 止 め や 釘 打 ち 、 接 着 な ど の 手 段 で 、 壁 体 の 支 持 構 造 に 固 定 さ れ る 。 下 地 材
の 取 り 付 け は 、 出 来 る だ け 不 陸 や 段 差 、 隙 間 が 生 じ な い よ う に し た ほ う が 望 ま し い が 、 本
発 明 で は 、 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド を 有 す る こ と で 、 下 地 材 に つ い て は 、 そ れ ほ ど に は 、 不 陸 な
ど は 問 題 に し な い 。
〔 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド 〕
下 地 材 の 表 面 に 隙 間 な く 貼 り 付 け ら れ る 。
ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド は 、 １ 年 草 で あ る ケ ナ フ 植 物 の 繊 維 を 集 積 し て 一 体 化 さ せ た も の で あ る
。 ケ ナ フ 繊 維 に 加 え て 、 ケ ナ フ 植 物 の 芯 部 を 配 合 す る こ と も で き る 。 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド は
、 薄 く て も 強 度 や 耐 変 形 性 に 優 れ て い る と い う 特 長 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド の 厚 み は 、 １ ～ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 す る 。 好 ま し く は ２ ～ ４ ｍ ｍ で あ る
。 厚 い ほ う が 、 耐 変 形 性 な ど は 向 上 す る が 、 コ ス ト が 高 く 付 い た り 、 壁 の 厚 み を 増 大 さ せ
た り す る 。
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ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド は 透 湿 性 に 優 れ た 材 料 で あ る 。 室 内 空 間 の 湿 度 改 善 機 能 を 向 上 さ せ る に
は 、 透 湿 度 透 湿 度 １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ 2 ・ ２ ４ ｈ 以 上 の も の が 好 ま し い 。 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド を
下 地 材 に 貼 り 付 け る に は 、 釘 打 ち 、 ビ ス 止 め 、 接 着 な ど の 通 常 の 固 定 手 段 が 採 用 で き る 。
〔 塗 り 壁 層 〕
ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド の 表 面 に 塗 り 壁 材 を 塗 工 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
塗 り 壁 材 の 材 料 、 塗 工 方 法 な ど は 、 通 常 の 塗 り 壁 と 共 通 す る 技 術 が 採 用 で き る 。
塗 り 壁 材 と し て 、 漆 喰 、 石 膏 、 セ メ ン ト な ど の 水 硬 性 材 料 が 使 用 で き る 。 繊 維 材 料 が 配 合
さ れ て い た り 、 着 色 さ れ て い た り す る も の も あ る 。 珪 藻 土 な ど の 調 湿 材 が 配 合 さ れ た 塗 り
壁 材 を 使 用 す れ ば 、 室 内 空 間 の 湿 度 環 境 を 改 善 す る の に 有 効 で あ る 。
塗 り 壁 層 の 厚 み は 、 使 用 す る 材 料 や 施 工 条 件 に よ っ て も 異 な る が 、 通 常 、 ３ ～ １ ０ ｍ ｍ に
設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に 示 す 塗 り 壁 構 造 は 、 住 宅 の 室 内 壁 面 に 適 用 さ れ た 場 合 で あ る 。
壁 構 造 は 、 木 質 桟 １ ０ が 配 設 さ れ た 骨 組 構 造 に 対 し て 、 室 内 Ｒ 側 の 表 面 に 、 調 湿 石 膏 ボ ー
ド １ ２ （ チ ヨ ダ ウ ー テ 社 製 、 厚 み １ ２ ｍ ｍ ） が 、 ビ ス 止 め 、 あ る い は 、 接 着 で 貼 設 さ れ る
。
調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ の 表 面 に は 、 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド １ ４ （ 松 下 電 工 社 製 、 厚 み ２ ｍ ｍ ） が
、 接 着 、 あ る い は 、 接 着 と 釘 打 ち の 併 用 に よ っ て 貼 り 付 け ら れ る 。
ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド １ ４ の 表 面 に は 、 塗 り 壁 材 が 塗 工 さ れ た 塗 り 壁 層 １ ６ が 形 成 さ れ る 。 塗
り 壁 層 １ ６ は 、 塗 り 壁 材 （ 田 川 産 業 社 製 ） を 厚 み ６ ｍ ｍ で 塗 工 し 、 乾 燥 硬 化 さ せ た 。 塗 り
壁 層 １ ６ が 、 室 内 Ｒ に 露 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の よ う な 壁 構 造 で は 、 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ の 表 面 に ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド １ ４ が 貼 り 付 け
ら れ て い る こ と に よ り 、 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ の 不 陸 や 段 差 、 隙 間 な ど が 、 表 面 に ケ ナ フ 繊
維 ボ ー ド １ ４ を 貼 り 付 け る こ と に よ っ て 解 消 で き る 。 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド １ ４ は 、 表 面 が 平
滑 で 塗 り 壁 材 の 塗 工 作 業 を 行 い 易 い 。
施 工 状 態 で 、 室 内 空 間 Ｒ に 発 生 す る 過 剰 な 湿 気 は 、 塗 り 壁 層 １ ６ に 吸 収 さ れ る 。 塗 り 壁 層
１ ６ に 吸 収 さ れ た 湿 気 の 水 分 の 一 部 は 塗 り 壁 層 １ ６ で 保 持 さ れ る が 、 残 り の 水 分 は 、 ケ ナ
フ 繊 維 ボ ー ド １ ４ を 通 過 し て 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ に 吸 収 さ れ る 。 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ で も
一 部 の 水 分 が 保 持 さ れ 、 残 り の 水 分 は 、 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ の 裏 面 の 壁 内 空 間 Ｗ に 放 出 さ
れ る 。 壁 内 空 間 Ｗ が 通 気 可 能 で あ れ ば 、 壁 内 空 間 Ｗ に 放 出 さ れ た 水 分 は 通 気 と と も に 排 出
さ れ る 。 そ の 結 果 、 室 内 空 間 Ｒ が 過 度 に 高 湿 度 に な っ て 、 塗 り 壁 層 １ ６ や 調 湿 石 膏 ボ ー ド
１ ２ だ け で は 吸 収 保 持 で き な い ほ ど の 水 分 が 発 生 し て も 、 過 剰 の 水 分 は 、 塗 り 壁 層 １ ６ 、
ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド １ ４ 、 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ を 通 過 し て 壁 内 空 間 Ｗ に 放 出 さ れ 、 室 内 空 間
Ｒ の 湿 度 環 境 を 居 住 者 に と っ て 快 適 に 維 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 室 内 空 間 Ｒ が 乾 燥 し
過 ぎ た 場 合 に は 、 塗 り 壁 層 １ ６ あ る い は 調 湿 石 膏 ボ ー ド １ ２ に 吸 収 保 持 さ れ た 水 分 が 、 室
内 空 間 Ｒ に 放 出 さ れ る 。 室 内 空 間 Ｒ が 過 剰 に 乾 燥 す る こ と が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に か か る 塗 り 壁 構 造 は 、 石 膏 ボ ー ド な ど の 下 地 材 の 表 面 に ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド を 介 し
て 塗 り 壁 層 を 形 成 し て い る 。 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド が 下 地 材 の 不 陸 や 隙 間 、 段 差 な ど を 覆 っ て
、 塗 り 壁 層 を 形 成 す る た め の 塗 り 壁 材 の 塗 工 を 容 易 に し 、 塗 り 壁 層 の 仕 上 が り 品 質 を 向 上
さ せ る 。 し か も 、 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド は 透 湿 性 に 優 れ て い る の で 、 室 内 空 間 と 下 地 材 お よ び
壁 内 空 間 と の 間 に お け る 湿 気 あ る い は 水 分 の 流 通 を 良 好 に し 、 室 内 空 間 の 湿 度 環 境 を 良 好
に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 表 す 塗 り 壁 構 造 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
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１ ０ 　 　 木 質 桟
１ ２ 　 　 調 湿 石 膏 ボ ー ド
１ ４ 　 　 ケ ナ フ 繊 維 ボ ー ド
１ ６ 　 　 塗 り 壁 層
Ｒ 　 　 　 室 内 空 間
Ｗ 　 　 　 壁 内 空 間

【 図 １ 】
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